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Ⅰ．はじめに

　2021 年 3 月 11 日、国際会計基準審議会
（IASB）の資本市場諮問委員会（Capital Mar-
ket Advisory Committee、以下「CMAC」と
いう。）が開催された。CMACは、世界各国の
財務諸表利用者の意見を IASBに対して定期的
にインプットすることを目的に創設された組織
である。CMAC の会議は年 3 回ロンドンで開
催されるが、そのうち 1回は世界作成者フォー
ラム（Global Preparers’Forum、以下「GPF」

という。）¹ との共同開催である。2021 年 1 月、
委員交代に伴い 3 名の新規メンバーが加わり、
CMACの委員は総勢 16 名となった。
　2021 年 3 月に開催された CMAC会議は、昨
年に引き続き、新型コロナウイルス感染症によ
り各国で緊急事態宣言が発令される中での開催
となったため、参加者全員がビデオ若しくは電
話による参加となった。
　今回の CMAC 会議の議題は、図表 1 のとお
りである。
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図表 1　2021 年 3 月 11 日開催 CMAC 議事一覧2

番号 時間（GMT） 議　事

1 10：00─10：15 新任メンバーの紹介

2 10：15─11：15 適用後レビュー（IFRS 第 9 号「金融商品」のうち分類と測定）

3 11：15─12：00 適用後レビュー（IFRS 第 10 号、第 11 号及び第 12 号）

4 12：10─13：10 公開草案「規制資産及び規制負債」

5 13：10─14：10 討議資料「共通支配下の企業結合」

6 14：20─14：50 非公開セッション（Administration）

（出所）IASB

CMAC会議（2021年 3月）出席報告

1 　GPFは、財務諸表作成者の意見を IASBに対して定期的にインプットする組織であり、CMACとは対をなし
ている。CMAC同様、年 3回開催される。
2　当日使用された資料及び議論の様子は、以下で閲覧、視聴が可能である。
　　https://www.ifrs.org/groups/capital-markets-advisory-committee/#meetings
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Ⅱ ．2021年 3月開催 CMAC会議の
議事概要

1．適用後レビュー（IFRS第 9号「金融商品」
のうち分類と測定）

【背景と主な論点】
　IASBは 2020 年 10 月開催の審議会で、IFRS
第 9 号「金融商品」のうち分類と測定に関する
適用後レビューを開始することを決定した。同
年 12 月の審議会では 2021 年第 3四半期に情報
提供の要請を公表すること、及び適用後レ
ビューを進めるにあたり優先して検討すべき事
項を特定するため、2021 年前半に諮問機関等
を通じたアウトリーチを実施することを決定し
た。今回の CMAC 会議は、そのアウトリーチ
の一環として行われた。CMACメンバーには、
主として以下の 3つの質問に対する意見が求め
られた。
⒜　IFRS 第 9 号は、キャッシュ・フローを実
現するために企業が金融資産を管理する方法
について有用な情報を提供しているか。
⒝　分類と測定の情報は異なる企業間において
比較可能か。期待していた情報で、提供され
ていないものはあるか。

⒞　適用後最初の IFRS 第 9 号の財務諸表にお
いて提供された情報は、分類の変更を理解す
るために有用だったと考えるか。
　また、これら質問に対する回答にあたり、①
金融資産：事業モデルの評価、②金融資産：
SPPI、③金融資産：資本性金融商品の公正価
値の変化の表示、④金融負債：自己の信用リス
クの利得及び損失の表示、⑤契約上のキャッ
シュ・フローの変更、⑥IFRS第 9号への移行、
という 6つの論点領域のうち、どの領域である
かも言及するよう求められた。

【CMAC での議論】
　まず IASB スタッフより IFRS 第 9 号「金融

商品」のうち分類と測定に関する適用後レ
ビューの背景や今後のスケジュールなどが説明
された。また、IASB で既に識別している論点
領域に関する説明があり、その後、主たる 3つ
の質問について討議が行われた。
⒜　IFRS 第 9 号は、キャッシュ・フローを実
現するために企業が金融資産を管理する方法
について有用な情報を提供しているか、とい
う質問に対して、CMAC メンバーは、IFRS
第 9 号の分類と測定により提供される情報は
総じて有用であると述べた。個別の論点につ
いては、金融負債の公正価値の変動におい
て、自己の信用リスクにかかる部分をその他
包括利益で表示することの有用性を評価する
コメントの他、OCI オプションに関して選
択できる範囲やリサイクリングの禁止に関し
て様々な意見が述べられた。
　筆者は、ノンリサイクリングについては、
キャピタルゲインという投資活動の成果が当
期純損益に反映されず、企業業績を忠実に表
現していないと考えられるため、見直しが必
要であるとの意見を述べた。

⒝　分類と測定の情報は異なる企業間において
比較可能か。期待していた情報で、提供され
ていないものはあるか、という質問に対し
て、CMAC メンバーは、複雑な金融商品の
公正価値を比較することは財務諸表利用者に
とって課題であると述べた。それに対して
IASB 理事の一人は、近く公表される IFRS
第 13 号「公正価値測定」の改正案が有用な
情報になるだろうと述べた。

⒞　適用後最初の IFRS 第 9 号の財務諸表にお
いて提供された情報は、分類の変更を理解す
るために有用だったと考えるか、という質問
に対して、CMAC メンバーは移行時に提供
された情報の組み合わせは、分類の変更を理
解するうえで有用だったと述べた。
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【次のステップ】
　IASB は、2021 年後半に予定されている情報
提供の要請に向けて、論点を特定するためのア
ウトリーチを今後数か月間、継続する予定で
ある。

2．適用後レビュー（IFRS第 10号、第 11号
及び第 12号）

【背景と主な論点】
　IASB は 2020 年 12 月に、情報要請「IFRS
第 10 号『連結財務諸表』、第 11 号『共同支配
の取決め』及び第 12 号『他の企業への関与の
開示』の適用後レビュー」を公表している（コ
メント期限は 2021 年 5 月 10 日）。適用後レ
ビューによる発見事項は、その内容次第で基準
設定プロジェクトのアジェンダに追加する、若
しくはリサーチプロジェクトとしてさらに検討
する可能性がある。情報要請の中で、財務諸表
利用者に対しては、主として IFRS 第 12 号の
開示規定に関して質問が設けられている。今回
のCMAC会議では、情報要請の概要を踏まえ、
下記の具体的な開示事項の有用性について討議
が行われた。
⒜　重要な判断及び仮定の開示
⒝　子会社の開示
⒞　ジョイントベンチャー及び関連会社の情報
開示
⒟　ストラクチャード・エンティティの開示

【CMAC での議論】
⒜　重要な判断及び仮定の開示については、複
数の CMAC メンバーから、支配が明確でな
い場合、実質的に支配していると判断した理
由の開示は有用であることが述べられた。ま
た、重要な関連会社等の決定方法に関する情
報や投資先との関係の変化に関する情報も有
用であることが指摘された。
⒝　子会社の開示については、多くの CMAC

メンバーは、重要な非支配株主持分に関する
開示は、非支配株主持分を評価するうえで有
用であると述べた。筆者は、非支配株主持分
の内訳開示が有用であることを述べた。その
他 CMAC メンバーからは、非支配株主持分
に関連するキャッシュ・フロー情報の必要性
や重要な制限に関する情報の有用性が述べら
れた。

⒞　ジョイントベンチャー及び関連会社の情報
開示についても、多くの CMAC メンバーは
重要な関連会社等に関する要約財務諸表は有
用であることを述べた。また、子会社と同様
に関連会社等のキャッシュ・フローに関する
情報開示の必要性が指摘された。筆者は、持
分法で会計処理されている投資残高の内訳開
示や、関連会社が上場会社である場合の含み
損益の開示の有用性を指摘した。

【次のステップ】
　スタッフは、CMAC メンバーからのコメン
ト及び情報要請に対するフィードバックを検討
し、その概要を IASBに提示する。

3．公開草案「規制資産及び規制負債」
【背景と主な論点】
　IASB は 2021 年 1 月に公開草案「規制資産
及び規制負債」を公表している（コメント期限
は 2021 年 7 月 30 日）。IASB は、料金規制に
関する会計基準の開発において、2009 年に一
度公開草案を公表したものの、論点の複雑さを
理由に 2010 年に断念した経緯がある。しかし、
2011 年のアジェンダ協議を経て、再び基準開
発が進められ、今回の公開草案の公表につな
がった。
　本公開草案では、料金に関する規制上の合意
があり、かつ時点差異が発生する場合におい
て、収益を見越し計上し、規制資産又は規制負
債を認識することによって、規制対象企業の収
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益と費用の関係を理解するための補足情報を提
供することを提案している。主な論点は、収益
の見越し計上に関する懸念であり、不確実なノ
ンキャッシュ利益が計上される可能性や、費用
の繰延処理を定めている米国基準（Topic 980
「規制対象事業」）と異なる点である。今回の
CMAC会議では、CMACメンバーからの予備
的な意見を得るために、一般情報、範囲、測定
及び表示・開示のセクションごとに議論が行わ
れた。

【CMAC での議論】
　まず IASB スタッフより公開草案「規制資産
及び規制負債」に概要について説明があり、そ
れぞれのセクションごとの議論を行った。一般
情報については、CMAC メンバーから公開草
案の提案を理解するための質問が幾つかなされ
た。ある CMAC メンバーは、なぜ注記ではな
く、基本財務諸表上での表示を提案したのか質
問した。スタッフは、時点差異がある場合、規
制資産や規制負債を認識することで、企業が
財・サービスを提供した期間の業績において、
同期間に提供した財・サービスに関して請求で
きる報酬を反映できるようになると説明した。
また、他の CMAC メンバーは、米国基準との
コンバージェンスについて質問した。スタッフ
は、会計処理に違いはあるものの、結果的には
大きな違いにはならないと考えており、また
IASB はコンバージェンスよりも有用な情報を
提供することを優先させたと回答した。その
他、公開草案の公表までに時間が要した経緯に
ついては、規制資産と規制負債が、資産と負債
の定義を満たすか判断するために、概念フレー
ムワークの完成を踏まえたうえでの公表だった
ことやパススルー契約との比較についても質疑
があった。
　測定については、一部の CMAC メンバーか
ら規制資産の回収可能性について懸念が示され

た。測定に関する提案では、経営者の判断が必
要となることから、注記で開示することが有用
であるとの指摘があった。スタッフは、それら
不確実性に関する開示が要求されるだろうと回
答した。その他 CMAC メンバーからは、将来
キャッシュ・フローを割り引くことに対して複
雑性が増すことへの懸念も指摘された。
　表示・開示については、規制資産及び規制負
債が営業資産及び営業負債に該当することの確
認がなされた。また、損益計算書の表示につい
ては、規制収益から規制費用を控除した純額を
収益のすぐ下に独立表示することに同意する意
見があった。

【次のステップ】
　IASB は、公開草案の提案を再検討する際
に、CMAC メンバーからのフィードバックを
考慮する。

4．討議資料「共通支配下の企業結合」
【背景と主な論点】
　IASB は 2020 年 11 月に、討議資料「共通支
配下の企業結合」を公表している（コメント期
限は 2021 年 9 月 1 日）。IASB は、実務におい
て、共通支配下における企業結合の会計処理が
IFRS 第 3 号「企業結合」に基づく取得法を用
いた報告もあれば、簿価法を用いた報告もある
など会計処理の不統一が見られることから、実
務の不統一を削減し、目的適合性や比較可能性
のある有用な情報を提供するために基準開発を
行った。
　本討議資料の主な論点は、連結子会社が連結
孫会社を企業結合した際に、移転先となる連結
子会社が行う測定方法として、取得法と簿価法
のどちらを選択するかという問題である。親会
社からすればグループ内再編にすぎないが、移
転先のとなる連結子会社が上場している場合等
では、非支配株主やその他利害関係者への影響
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が生じる。そのため、本討議資料では、予備的
な見解として取得法か簿価法のどちらを選択す
るかのフローチャートを提案している。その
他、取得法、簿価法の適用方法や開示について
も提案がなされている。
　今回のCMAC会議では、CMACメンバーに
対して、⒜移転先企業の測定方法の選択に関す
る提案、⒝簿価法の適用方法について意見が求
められた。

【CMAC での議論】
⒜　移転先企業の測定方法の選択に関する提案
については、スタッフから IASB の予備的な
見解が紹介され、その見解に基づいた場合、
移転先企業が非支配株主を有する上場会社の
場合は取得法、公開準備会社である場合は簿
価法、そして非支配株主は存在しないが社債
や銀行借入れがある場合も簿価法になること
が示された。これに対して複数の CMAC メ
ンバーは、提案されたアプローチに同意し
た。特に非支配株主が影響を受ける場合に取
得法を用いることを支持した。筆者は、非支
配株主の影響を考慮することは重要であるも
のの、移転先企業が公開会社か否かで会計処
理を選択するアプローチは望ましくないと指
摘した。その他 CMAC メンバーからは、債
券投資家にとって公正価値に関する情報は有
用であるとの指摘があった。また、新たなア
プローチが適用された場合の開示への影響や
IASB の審議における他のアプローチ（定量
的な閾値など）の検討について質疑が
あった。
⒝　簿価法の適用方法については、どのように
結合前情報が提供されるべきかについて討議
がなされた。複数のCMACメンバーからは、
結合前情報は修正再表示しないという提案に
同意すること、そして IFRS 第 3 号で要求さ
れるプロフォーマ情報は、簿価法を適用する

場合にも有用であることが述べられた。プロ
フォーマ情報の内容については様々な意見が
出された。また、簿価法を適用する場合の開
示についても議論がなされ、議論の出発点と
して IFRS 第 3 号の要求事項を検討する
IASB の提案に同意する意見があった。また
ある CMAC メンバーはコストの観点から
IASB の提案するアプローチに同意するもの
の、受け取った資産・負債の公正価値の追加
開示も歓迎すると述べた。

【次のステップ】
　スタッフは、CMAC メンバーの意見を
IASB に報告し、討議資料に対するフィード
バックを分析する際に考慮する。

5．次回の CMAC会議
　次回の CMAC 会議は、2021 年 6 月 10 日及
び 11 日に GPFと合同開催する予定である。

Ⅲ．おわりに

　今回のCMAC会議で取り扱った議題のうち、
適用後レビューIFRS第10号「連結財務諸表」、
第 11 号「共同支配の取決め」及び第 12 号「他
の企業への関与の開示」並びに IFRS 第 9 号
「金融商品」の分類と測定は、高品質な会計基
準の開発に向けて、基準改正の足掛かりとなる
重要な機会であると認識している。開示改善を
検討する際には、基準改正が必要なのか、それ
とも実務上の適用の問題なのかを整理する必要
があろう。また、会計処理については、日本基
準と基準差が生じている重要な論点にも注目し
ている。具体的には、IFRS 第 10 号における
支配喪失時における残存持分の公正価値による
再評価や、IFRS 第 9 号における資本性金融商
品の OCI オプション選択時のリサイクリング
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禁止等である。
　筆者は、ASBJが IFRS とのコンバージェン
スを進めるにあたり考慮した、我が国における
会計基準に係る基本的な考え方に賛同してお
り、上記の基準差については、適用後レビュー
を機に IASB が基準の見直しに着手することを
期待している。そのため、日本の財務諸表利用
者として適切に意見発信をしていきたい。


